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院内の新型コロナウイルス感染者の発生について（中間報告・第２報） 

 

 

 

 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

 令和４年１月１７日（月） に判明しました院内の新型コロナウイルス感染者について、その後の 

状況をご報告いたします。 

 

 院内での感染の判明以降、他の入院患者様および従事する職員のコロナ感染検査を順次実施して 

おりますが、１月２１日（金）現在で、延べ２１名（入院患者様９名と職員１２名）の感染が判明 

しております。 

感染した職員は全員自宅療養とし、入院患者様も全員他院のコロナ感染症病床に転院し治療を受け 

ております。 

 

 現在、院内は２階フロアの２病棟を閉鎖し、感染の拡大防止に努めております。 

今後も保健所の指導のもと感染の対象となる患者様および職員へのコロナ感染検査を拡大し実施し 

ていく予定ですので陽性者の判明が増えることも予測されます。 

 

 なお、外来診療につきましては安全に環境を整備し通常の診療を行っております。 

 

 患者様および関係者の皆様方には、多大なご不便やご心配をお掛けしておりますが、何卒ご理解・ 

ご協力の程、宜しくお願いいたします。 


